
 

 
シリアル・イーサネット変換モジュール WIZ110SR 
アプリケーションノート ＡＮ００２ AN002 

 
◆WIZnet社シリアル・イーサネット変換モジュール WIZ110SRを２台使って、シリアル⇔イーサネット⇔シリアルを実現す

る方法を説明します。 
 
■各端末の設定 
 ・当たり前ですがそれぞれのWIZ110SRには異なる IPアドレスを設定してください。 
 ・Server IPにはお互いの IPアドレスを設定します。ポート番号も同様です。 
・例ではポート番号を 5000番にしていますが、これはお使いのネットワーク環境により変更してください。ルーターなどに

フィルタリングされるような場合はネットワーク管理者とご相談ください。 
 
（設定の例） 

  
※デバッグメッセージが表示されますので、Enable Serial Debug Modeのチェックは外してください。 
 
■Opetation Mode 

オペレーションモードはWIZ110SRの動作モードを決定します。 
Client： 
 WIZ110SRはクライアントとして動作します。電源オンでサーバに接続しようとします。 

 Server： 
WIZ110SRはサーバとして動作します。クライアント側から通信要求が来るまで待機します。 

Mixed： 
クライアントにもサーバにもなれるモードです。このモードでは最初サーバモードとして動作します。 
シリアルから何かデータを受け取るとクライアントモードに変わり、相手サーバに接続しようとします。つまり、最初にデ

ータを受け取った一方がクライアントとなり、もう一方がサーバとなります。 
 

※基本的にはどちらが Clinetになるか、Serverになるか始めに決定しておくべきですが、設定が面倒なのでMixedにして

おけばほとんど問題ないと思われます。デフォルトではMixedになっています。 
 
Use UDP mode 
TCP/IPではなく UDP/IPで通信します。UDP/IPの場合はサーバ・クライアントの設定は必要なくなります。最初にコネ

クションを張る必要がなくなりますので、最初の遅延は UDP/IPの方が小さいと思われます。 
データ通信中の遅延は約 1000μsくらいありました。TCP/IPより遅い。 

 
■通信スピード 
クライアント側とサーバ側のシリアル通信スピードは同じにしなくても動作します。 
受け側が 115200bps で出す側が 9600bps といった変則的な形でも動作します。もちろん速い側から大量にデータを送られる

と出す側が遅いため間に合いません。フロー制御を使えば回避できる可能性はあります。 



 

 
■ローカル接続でスイッチングハブを１台という最小構成で遅延を測定したところ約 800μs（700μs～900μ位）でした。 
・115200bps 

 
Ch1:黄色 入力信号 
Ch2:水色 出力信号 
 

Copyright © 2009 Strawberry Linux Co.,Ltd. 無断転載・引用を禁止します。 
株式会社ストロベリー・リナックス ２００９年７月３日 第１版 


